
裾野市バスのデータ分析による再編プロセスの構築
トヨタ自動車（株）未来創生センター 和田 敦・佐多 宏太・北濱 謙一

利用者の納得感を得るためのデータ分析・活用方法を提案する。【目的】

岩波循環線の廃線 裾野市内循環線の再編

日常生活の利用者を中心とした乗降データ分析方法を提案。
裾野市の岩波循環線の廃止プロセスおよび裾野市内循環線の再編プロセスで評価し、有効性を確認。

図1: 岩波循環線と須山線

今里
大布施

岩波
富士見橋今里新田

中今里 下橋

背越下下和田上

下和田中
下和田下
下和田入口下

JR裾野駅

下和田入口呼子団地入口

岩波循環線
須山線

JR岩波駅

東富士
研究所 自動車

学校前

背越

今里 トヨタ自動車
東日本前

図2: 循環線と再編ルート案（一例）
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試験運行で利便性に満足との声を得た
「データに基づくルート案を提示」し，対話集会で会話
したことが利用者の納得感に寄与したと考えられる．
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住民説明会で否定的な意見なく廃線に至る
「データに基づいた代替案の提示」により，
利用者の納得感に寄与したと考えられる．
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図4: 日常生活利用のバス停（一例）
※１）乗車または降車が一日に２回以上あれば、利用日数（率）にカウント。

※
１ ※
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※）2022/4～8の運転手データ。

日常生活利用のバス停を特定

再編ルート１

再編ルート２

日常生活利用のバス停

地域旅客運送サービス継続事業を活用する状況の地方路線において，公共交通の維持のため，
限られた予算内で利便性も考慮した「利用者が納得」するバス路線と運用が求められている。
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図6: 再編プロセス
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図5: 廃線プロセス
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図3: 岩波循環線乗降データ

須山線のバス停で代替可
※）2023/4～8の運転手データ。
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【実施事項】 静岡県裾野市内の「岩波循環線の廃線」および「裾野市内循環線の再編」を対象に、
「乗り込み調査のデータ・乗降データ」を活用し、分析・評価。
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（サービス継続事業対象路線）

廃線

買物施設・公共施設をつなぎ，
利用者要望を反映した往復ルート案

新規導入項目 従来項目 未実施項目

住民説明会でデータを提示 対話集会でデータを提示して会話

実際の利用者は
10人以下

実際の利用者は
250人程度

近くに
須山線

近くに
路線なし

住民生活に関係のない利用が多い

バス停の利用率をバス停ごとに可視化


